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亜硫酸ガス測定結果
( 区役所定点)

5 月 平 均　0. 022PPM
最高一日平均　0. 047PPM
( 5 月19日)
最低一日平均　0. 008PPM
( 5 月14日)
璋 堤 基 準　0. 05PPM

猛
威
を
ふ
る
う
〝

光

化
学
〟

被
害
を
受
け
た
ら
洗
眼
・
う
が
い
を

こ
と
し
も
ま
た
光
化
学
ス
モ
'
グ
が
発
生
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
昨
年
よ
り
二
十
日
も
早

い
四
月
二
十
日
に
最
初
の
光
化
学
ヱ
モ
'
グ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
こ
の
注
意
報
が
一こ

十
三
回
発
令
さ
れ
、
都
全
体
で
は
二
万
(
千
人
(
足
立
区
で
は
六
人
)
を
こ
え
る
被
害
者
を
出
し
ま
し
た

が
、
こ
と
し
は
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
な
雲
行
き
、
そ
こ
で
こ
の
対
策
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
た
。

都
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
対
策
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
助
物
実

鞅
に
よ
る
と
"
光
化
学
ス
モ
'
グ
の
幸

成
分
で
あ
る
オ
ゾ
ン
は
肺
の
深
都
に
ま

で
は
い
り
込
み
、
肺
機
能
を
低
下
さ
せ

夕
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
光
化
学
ス

モ
'
グ
の
全
ぼ
う
を
解
明
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▽
発
令
地
域
と
周
知
方
法

都
で
は
、
光
化
学
ユ
モ
ヴ
グ
の
発

生
を
知
ら
せ
る
注
意
報
等
の
発
令
地

域
を
四
ブ
ロ
ッ
ク
(
足
立
区
は
東
都

地

域
)
に
分
け
て
、
緊
急
時
に
は
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
、
す
ば
や
く

都
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
道
路

交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
絡

を
と
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
都
か
ら
注
意
報
等
の
連

絡
を
受
け
る
と
、
関
係
機
関
、
施
設

等
に
連
絡
し
一

板
を
出
し
た
り
、
広

報
車
に
よ
っ
て
区
内
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
一
方
、
関
係
工
場
に
対

し
、
ば
い
煙
排
出
量
の
減
少
措
一

を

要
請
し
て
い
ま
す
。
ま
た
解
除
の
時

は
、
看
板
を
は
ず
し
、
発
令
時
と
同

様
に
周
知
連
絡
い
た
し
ま
す
。

▽
発
令
基
準

(

一

)

予
報
…
…
気
象
条
件
か
ら
み
て
光
化

学
ス
モ
・
グ
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

と
き

(二)
注
意
報
…
…
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が

〇
・
一
五
P
P
M

以
上
で
、
気
象
条

件
か
ら
み
て
そ
の
状
態
が
続
く
と
認

め
ら
れ
る
と
き

(三)
警
報
…
…
…
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
渙
度
が

〇
・
三
P
P
M

以
上
で

、
気
象
条
件

か
ら
み
て
そ
の
状
態
が
続
く
と
認
め

ら
れ
る
と
き

(
2
1
)
重
大
緊
急
報
…
…
オ
キ
シ
ダ
n
n
卜
濃

度
が
〇
・
五
P
P
M

以
上
で
、
気
象

条
件
か
ら
み
て
そ
の
状
態
が
続
く
と

認
め
ら
れ
る
と
き

▽
注
童
報
や
警
報
が
出
た
ら

(
1
)
な
る
べ
く
外
へ
出
な
い
で
く
だ
さ

い
(
2
)
屋
外
運
助
を
や
め
て
室
内
に

入
っ
て
く
だ
さ
い
(
3
)
自
助
車
を
お

持
ち
の
方
は
、な
る
べ
く
運
転
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
(
4
)
ぜ
ん

そ
く
や
気
管
支
炎
な
ど
、呼
吸
器
の

病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

や
、い
つ
も
眼
を
痛
め
る
こ
と
の
多

い
人
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
(
5
)

カ
ー
テ
ン
を
ひ
く
だ
け
で
も
光
化

学
ス
モ
'
グ
が
室
内
に
入
る
の
を
防

げ
ま
す

▽
被
害
を
受
け
た
ら

(
1
)
眼
や
ノ
ド
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
洗
眼
、
う
が
い
を
し
て
く
だ
さ

い
(
2
)
洗
眼
や
う
が
い
を
し
て
も
様

子
が
変
わ
ら
な
い
時
や
、
胸
が
苦
し

く
な
っ
た
り
し
た
畤
は
、
医
師
の
診

断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
(
3
)
電
話
で

結
構
で
す
か
ら
必
ず
、
も
よ
り
の
保

健
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

▽
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い

日
は
…
…

(
1
)
日
射
が
強
い
日
(
2
)
風
が
弱
い
日
(
3
)

カ
ス
ミ
の
よ
う
に
も
や
も
や
し
て

い
て
温
度
が
高
い
日

こ
の
よ
う
な
日
は
、
注
意
報
等
発
令

時
の
際
の
注
意
事
項
を
守
っ
て
く
だ

さ
い

な
お
、
く
わ
し
く
は
区
役
所
公
書
課

へ
ど
う
ぞ
。

光化学スモッグのしくみ

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
の

取
付
け
は
注
意
し
て

ル
ー

ム
ク

ー
ラ

ー

は
、
熱

風

と

う

る
さ

い

音

を

外

に

出
し

、
そ

の

た

め

近

所

か

ら

た

い

へ

ん
多

く

苦

情

が
で

て

い

ま

す

。
み

な
さ

ん
の

お

宅
で

ル

ド

ム

ク

ー
ラ

ー

を
取

付

け

る
時

は
、

次

の

こ

と

に

ご
注

意

く

だ

さ

い
。

▽

熱

風

と

連

転
音

が

放

出

さ

れ
る

向

き

を

考

え
、
近

所

迷

惑

に

な
ら

な

い

場
所

を
選

ん

で

く

だ

さ
い

。

▽

隣

家

と
の

間

に

、
熱
風

と
運

転

音
-

を

防

ぐ

た
め

、
溝

や
囲

い

を

つ

く

る
こ

と

を
検

討

し
て

く

だ

さ

い

。

▽

そ

れ
で

も
近

所

か

ら
苦

情

が

で

て

し

ま

っ

た
場

合

は

、
工

事
店

と

よ

く
相

談

の

う

え

、
取

付

け

場

所

を

も

う

一
度

検

討

し
、
消

音
箱

を

つ

け

る
な

ど

処

置

し
て

く
だ

さ

い

。

環
境
整
備
資
金
の

ご
利

用

を

区
で
は
、
区
内
に
お
け
る
交
通
騒
音

や
地
盤
沈
下
な
ど
不
特
定
多
数
の
公
害

に
よ
っ
て
生
ず
る
被
警
を
防
ご
う
と
す

る
方
に
、
そ
の
費
用
の
一
都
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
く
、
環
境
整
備
賢
金
の
受

付
け
を
常
時
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
貸
付
資
格

( 1)
発
生
源
を
直
接
規
制
す
る
こ
と
が
困

難
な
公
害
に
よ
っ
て
現
に
被
害
を
う

け
て
い
る
こ
と

( 2)
区
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し

て
い
る
こ
と

( 3)
自
己
賢
金
だ
け
で
は
、
被
書
を
防
ぐ

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
返
済
能

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

( 4)

碩
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と

( 5)

特
別
区
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

▽
貸
付
条
件

( 1)
賃
付
金
額

一
件
に
つ
き
五
十
万
円

ま
で

( 2)

貸
付
利
息

年
利
三
・
六
五
%
(
た

だ
し
、
す
え
置
期
間
は
無
利
息
)

( 3)
貸
付
期
間

す
え
置
期
間
六
か
月
経

過
し
た
後
三
年
以
内

( 4)

償
還
方
法

す
え
置
期
間
経
過
後
半

年
均
等
割
賦

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
と
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
公
書
課
へ
ど
う
ぞ
。

雨
期
に
入
っ
て

出
水
を
防
ぐ
た
め
に

雨
期
に
入
り
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
も
ま

も
な
く
や
っ
て
き
ま
す
。
高
潮
や
集
中

豪
雨
な
ど
に
よ
る
洪
水
を
防
ぐ
た
め
、

現
在
区
内
に
は
四
十
か
所
の
排
水
場
が

あ
り
毎
分
五
八
一
八
・
ニ
ト
ン
の
水
を

排
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、

ゴ
ミ
な
ど
が
俳
水
ポ
ン
プ
に
つ
ま
っ
た

り
す
る
と
、
そ
の
無
力
を
十
分
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
洪
水
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
河

川
や
用
水
、
堀
な
ど
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な

い
で
く
だ
さ
い
。

告
示
区
教
育
長
吉
田
司
が
病
気

療
養
中
の
た
め
、
教
育
委

員
会
庶
務
課
長
金
田
輝
美
が
、
六
月
寸

九
日
付
を
も
っ
て
、
教
育
長
の
輯
務
を

代
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
給
領
収
証
を

お
受
け
と
り
く
だ
さ
い

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
都
の
童
要

な
財
源
の
ひ
と
つ
で
、
住
み
よ
い
東
京

を
つ
く
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
人
の
支
払
っ
た
消
費
税
が
、

正
し
く
都
に
納
め
ら
れ
役
立
つ
よ
う
、

飲
食
店
な
ど
利
用
の
と
き
に
は
、
必
ず

代
金
と
引
換
え
に
、
公
給
領
収
証
を
お

受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

足立区展開かる
坂田佳久さんら33名入賞

去
る
五
月
二
十
九
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で

『
第
六
回
足
立
区
員

』
が
、
区
役
所
七
階
大

会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
(
写
真
)

。

多
く
の
応
募
の
中
か
ら
、
洋
画
で
は
一
般

六
十
二
名

、
少
年
五
十
(
名
、
彫
堕
で
は
一

般
五
名
、
少
年
(
名
、
警
道
で
は
一
般
三
十

四
名
、
少
年
三
百
五
十
名
が
そ
れ
ぞ
れ
入
選

し
、
次
の
方
が
た
が
入
賞
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

洋
画
・
一
般
　
▽
区
長
賞
-
坂
田
佳
久

▽
区
議
会
議
長
賞
-
高
梨
幸
子
▽
教
育
委

員
会
寅
-
山
口
厚
*
l
>
区
文
化
団
体
連
吟

会
長
賞
I
生
'駒
貞

夫

▽
足
立
美
術
協
会

賞
―
佐
々
木

織

▽
招
待

作
家

優
賞
―

秋
山

静

洋
画
-
少
年
　
▽
区
長
賞
―
島
田
幸
枝

∇
区
躪
会
議
長
賞
―
増
田
麻
子

▽
教
育
委

員
会
肓
―
町
田
規
ず

▽
区
文
化
団
体
連
吟

会
長
賞
-
中
鳥
勲
▽
足
立
美
術
協
会
賞

l
谷
沢

要
・
井
川
守
仁
・
お
い
ひ
ろ
み
　

彫
塑
・
―
般
　
▽
区
長
賞
―
該
当
ナ
シ

▽
区
!
=
議
長
賞
―
若
林
盛
治
▽
教
育
委

員
会
賞
I
松
嶋
み
よ
'
r
▽
区
文
化
団
体
連

合
会
長
賞
-
真
海
朗

彫
童
・
少
年
　
▽
区
長
賞
―
栗
田
研
二
　

警
道
・
-
敖
▽
区
長
賞
-
開
□
香
陽

▽
区
議
会
議
長
賞
I
若
林
如
雲
▽
教
育
委

員
会
貫
-
山
崎
大
鴎
▽
区
文
化
団
体
連
合

会
長
x
-
二
瓶
佳
亭
▽
区
童
道
連
盟
賞
―

岩
永
香
雪
・
水
野
松
翆

童
道
・
少
年
　
▽
区
長
賞
―
園
都
弘
子

▽
区
議
会
議
長
賞
l
金
田
典
子
7
教
青
委

員
会
賞
―
米
山
英
里
'
r
一
v
ほ
文
化
団
体
連

合
会
長
貰
―
大
沢
和
子
一
v
区
書
道
連
盟
賞

―
人
僑
浩
二
・
志
村
初
恵
・
大
野
扶
哭
'
r
・
斉

藤

岡
・
か
つ
や
ま
な
み
・
浅
川
ひ
ろ
し

区

民

福
祉
セ
ン
タ
ー

案

内

区
内
に
は
四
つ
の
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
セ
ン
タ
ー
は
区
民
の
み
な
さ
ん
が
、

自
由
に
、
お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
施
設
で

す
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、明
る
い
毎
日
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、お
年
寄
り
の
た
め
の
老
人
集
金

・
娯
楽
室
(
碁
・
将
棋
-
、カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ぶ

あ
り
ま
す
。
)
、
児
童
の
た
め
に
、
各
種
の
本
t

ろ
え
た
図
書
室
、
各
租
楽
器
が
自
由
に
使
え
る
音
一

室
、
絵
画
や
各
租
工
作
が
楽
し
め
ろ
工
作
室
、
の
'

の
び
と
卓
球
が
で
き
る
卓
球
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
一
般
向
け
施
設
と
し
て
、
各
種
会
合
や
`

道
・
茶
道
な
ど
に
利
用
で
き
る
集
会
室
、
小
脱
・
`

養
図
警
な
ど
そ
ろ
え
静
か
に
読
書
で
き
る
図
書
室
、

講
演
会
・
講
習
会
・
演
劇
会
・
音
楽
会
・
映
画
会
″

ど
に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

使
用
目
的
に
応
じ
て
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。お

申
込
み
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。(
童

前
に
電
話
で
ご
連
絡
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
)

○
な
お
利
用
で
き
る
時
間
は
、
毎
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
(
毎
週
癶
一
日
・
祝
祭
日
は

お
心

み
)

、
た
だ
し
、
ホ
ー
ル
・
集
会
室
は
、
午
後
九
時

ま
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

□

東

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
-
一
七
　
六
○
五
-
七
一
〇
一

■
児
童
施
設
　
図
書
室
・
音
楽
室
・
工
作
室
・
科
学

標
本
室
・
卓
球
室
・
大
ホ
ー
ル
(児
童
劇
場
二
百
席
)

■
老
人
施
設
　
老
人
娯
楽
室
(
和
室
十
五
畳
)

■
一
般
向
け
施
設
　
結
婚
式
場
・
集
会
室
(
四
室
)

・
大
ホ
ー
ル
(
二
百
席
)

■
施
設
使
用
料
　
《
大
ホ
ー
ル
》
…
昼
-
・
千
五
百
円
　

夜
-
千
(
百
円
《
集
会
室
》
･
･
･
昼
-
三
百
円

夜
-
四
百
円
《
結
婚
式
場
》…
昼
-
五
百
円

□
児
童
交
通
公
園
　
児
童
が
豆
自
動
車
や
ゴ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
遊
び
な
が
ら
交
通
道
徳
を
認
識
す

る
よ
う
な
施
股
で
す
。

□

中

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

M
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　
八
八
九
一
一
四
八
四

■
児
童
施
設
　
図
警
室
・
音
楽
室
・
工
作
室
・
卓
球

室
・
科
学
宇
宙
皸

-
老
人
施
設
　
老
人
娯
楽
室
(
和
室
十
二
畳
)
・
老

人
集
会
室
(
和
室
三
十
(
・
五
畳
、
三
十
!
y
L

名

収
容
)

-
一
般
向
け
施
設
　
図
書
室
・
集
会
室
…
和
室
A
(
卜

二
畳
、
十
~
二
十
名
収
容
)

、
和
室
B
(

十
五
畳
、

二
十
～
三
十
名
収
容
)

ホ
ー
ル
(
百
二
十
名
収
容
)

■
施
設
使
用
科
　
《
ホ
-
ル
》…
昼
-
五
百
円
夜
-

六
百
円
《
集
会
室
T
昼
-
三
百
円
夜
一
四
百
円

□

西

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
I
ニ
　
八
九
七
-
五
○
一
六

■
児
童
施
設
　
図
警
室
・
音
楽
室
・
図
工
室
・
卓
球
室

■
老
人
施
設
　
老
人
集
会
室
(
四
十
四
畳
、
百
二
十

名
収
容
)
・
老
人
和
室
(
十
四
畳

、
四
十
名
収
容
)

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
浴
室

■
一
般
向
け
施
設
　
大
ホ
ー
ル
(
三
百
席
)
・
大
会

議
室
(
百
名
収
容
)
・
小
会
議
室
(
二
十
五
名
収
容
)

・
和
室
(
三
十
五
名
収
容
)
・
図
書
室

■
施
設
使
用
科
　
《
大
ホ
ー
ル
》
…
昼
-
千
(
百
円

夜
-
二
千
円
《
大
会
議
室
》…
昼
-
五
百
円
夜
-

六
百
円
《
和
室
》
…
昼
-
三
百
円
夜
-
四
百
円

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
-

千
住
元
町
三
四
-
一
　
八
八
二
-
二
七
六
五

-
児
童
施
設
　
音
楽
室
・
卓
球
室
・
幼
児
室

■
老
人
施
設
　
老
人
集
会
室
(
五
十
六
畳
、
百
二
十

名
収
容
)
・
老
人
娯
楽
室
(
二
十
畳
)
・
老
人
図
警

室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
浴
室

■
一
般
向
け
施
設
　
大
会
議
室
(
八
十
名
収
容
)
・

和
室
(
三
十
名
収
容
)

大
ホ
ー
ル
(
二
百
四
十
四
席
)

■
施
設
使
用
料
　
《
大
ホ
ー
ル
》…
昼
-
千
八
百
円

夜
-
二
千
円
《
大
会
議
室
w
…
昼
-
五
百
円
夜

上
(
百
円
《
和
室
》…
昼
-
三
百
円
夜
-
四
百

円○
各
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
は
三
時
間
単
位
で
す
。ま

た
、昼
は
午
前
九
時
～
午
後
六
時
、夜
は
午
後
六
時
～

午
後
九
時
で
す
。

■ 区役所の電話882- 1111 第二庁合886- 3165 足立福祉事務所888- 3141 中部福祉事務所889- 1481 東 都福祉事務所605- 7101 西都福祉事務所897- 5011



昭 和47 年6 月28 日 区 の お 知 ら せ 第264 号 ( 2)

―昭和46年度足立区財政状況の公表から―

行政需要ふえる一方
区有財産556億8, 416万9 千円に

足立区告示 第77号 で公表された、昭和46年10 月1 日 から昭 和47年3 月31日までの本

区の 財政状況をお知らせします。なお、昭年47年 度の予算内容については、近く「予

算幃洫脣| でお知 ら廿する予定で す。

昭和46年度予算の概

要■ 　 一 般 会 計

昭和46年度予算は、昭和41年度から推し

進めている区政三本の柱「生活環境の整備

・育少年の健全育成・社会福祉の充実」を

巾心とした、重点施策の秋極的推進を基本

方針として、昭和46年9 月末日現在で、195

億5, 288万円の予算を計上し、執行してまい

りました。下半期I C入り、特別区交付金、

国庫支出金等を財源として3 回I Cわたって

予算の補正を行ない、その結果、昭和47年3

月末日現在の最終予算額は、214億759万8
千円となりました。

下半期の補正予算を朗単に説明しますと

およそ次のとおりです。

昭和46年度一般会計予算
( 47. 3. 31現在)

下 半 期 の 補 正 予 算

■ 補正予算第3号( 昭和46年12月13日議決) 　　　　　　　　

… … 6 億6, 209 万4 千円

《おもな内容》足立区開発公社借入金利

子支払/被生活保護世帯I C避難袋配付/餐

護・特別養護老人ホーム措置賛の追加/心

身陣害者の施設収容委託費の追加/児童手

当の迫加/児童の保育委託費の迫加/入院

助産措置費の追加/西伊興( 仮称) ・新田　(

仮称) 児童館用地購入( 用地会計振替)

/中小企業融資/工事用材料i 場用地哨入　(

用地会計振替) /私道排水設置助成費の

追加/略面補修費の追加/東武伊勢崎線第

30号踏切立体交差( 道路管J I ! 者負担分)

/私道整備助成質の追加/公共渭丿改良費

の追加/若松公園( 仮称) ほか1か所公園

用地購入( 用地会計振替) ' /学校用地( 西

二伊興小学校分校ほか6校) 購入( 用地会

計振替) /平野運動場拡張( 用地会計振

替) /特別区債の利子の迫加

■ 補正第4号( 昭和47年3月13日議決)

… … 11億6, 662 万4 千円

≪おもな内容≫足立区開発公社借入金元

金支払/公共施設建設資金積立金/断田老

人餉( 仮称・職員寮併設) 建設/生活保護

法による扶助質の滅/災害復旧工事費の減

/関原二丁目( 仮称) ・興野第二( 仮称)

児童遊園用地購入( 用地会計振替) /就学

扱助費の減/ 特 別区 債の利 子-の追加

■ 補正第5号( 昭和47年3月31日専決)

…… 2, 600 万円

≪ おもな 内容≫公共施設建設資金積立金

の追加

■ 歳 入歳出 予算の執行状況

46年度予算についての執行状況をみ ます

と、予算現額214 億759 万8 千 円 に 対 し、

歳入で198 億3, 601 万円が収入され、収入率92. 77'

となり、歳出では174 億8, 803 万9 千'

円、81. 2% の支出 とな ってい ます。

こ の費目別内容は 、表- 1 、表- 2 に示

すと おりです。

〔 表- 1 〕
昭和46年度一般会計歳入予算収入状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　

( 47. 3. 31現在)

〔表- 2 〕

昭和46年度一般会計歳出予算支出状況　　　　　　　　　　　　　　　　

( 47. 3. 31現在)

昭和46年度一般会計歳入予算収入状況
( 47. 3. 31現在)

昭 和46 年 度 一 般 会 計 歳 出予 算 支 出状 況 ( 47. 3. 31 現在)

■ 　 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

区では、国民健康保険事業を特別 会計と

し、こ の会計は 、主 とし て保 険料 と岡や 鄒

の支山金 でまかなわれています。

昭和46年9 月末日現在の予算額は 、34億4, 606

万3千円でしたが、下半期に2 回の補

正を行ない ました。 その桔果、昭和47年3

月末日現在、33<S1, 370 万8 千円となり、こ

のうち、32億5, 383 万5 千円が収入され、収

入*98. 2% となり、 支出額は26億7, 874 万2

千円、支出率80. 8% となってい ます。

■ 　 用 地 特 別 会 計

区では、事 業用地 の取得を容 易にし、‘ 1t

務事 業の円滑な 運鴬を図 るため、 用地特 別

会 計を 設け ています。昭 和46年9 月末日 現

在の予 算額は 、6億190 万円とな っていまし

たが下 半期に2 同 の補i E を行な い4に5, 740

万8千円 となりました。このうち、99. 9% の4

億5, 684 万5 千円が収 入さ れ、44. 6% 、2

億419 万9 千円が支出されてい ます。

区民税負担の概況

昭 和47年3 月末日現在の特別区民税の区

民負担額は、次に示すとおりです。

注: 世帯亀、人nl j 足攴区世伝人n躙にj る47. 1. 1現在数である。

区民税負担の移り変わり

財産・公債・一時借入金

■ 　 区 有 財 産

昭和47年3 月末日現在で区が所 有してい

る財産は、次の表の とおり総額556 億8, 416

万9千円で す。こ れを昭和47年4月1 日現在

の区の人口59 万3, 343人、世帯 数18万6, 601

世帯で割 ると、ひ とりあたり9 万3, 848円 、

一世常 あたり29 万8, 413 円となり ます。

昭和46年度区有財産

■ 　 公 債

昭和47年3 月末日現在、公債の総額は、44

億1, 662 万4千円で内訳は次のとおりです。

社会福祉施設建設債　1 億5, 017 万6 千円

社会福祉施設建 設

用地買収債　2, 340 万円

公園用地買収債　5 億8, 297 万円

学校施設整備 債　6, 291 万8 千円

学校用地 買収債　32 億1, 126 万円

運動場用地買収 債　3 億8, 590 万円

■ 　 一 時 借 入 金

歳 計現金が不足した場 合、 予算に定める

ところI Cより現金を一時 借入れ、支払いI C

あ てることができます。 これを「 一時借入

金 」といいます。 昭和47年3 月末日現在、

一時 借入金は ありません。

東京都執行委任予算

この予算は、区の一般会計や特別会計と

は別に、 都の事務事業の 一部を 都知事から

区が委任を受けて執行しているもので す。

そのお もな内容は、区 立小・中学校教職

員の給与、失業対策事業経費、 毋モF福祉資

金貸付金などで す。

昭和47年3 月末日現在の執行委任額、お

よぴその執行状 況は 次のとおりで す。

執 行 委 任 額お よ び 執 行 状 況

( 47. 3. 31現在)

繰越予算の執行状況

昭和45年度予算のうち昭和46年度に繰越

された予算( 昭和45年度繰越明許費) は14

事業5<82, 383 万7千円あり ますが、こ れら

の 執行状押。は、次のとおりで す。

昭和45年度予算のうち昭和46年
度に繰越された予算の支出状況

■ タバコは区内で買いましょう　■ 愛の血液助け合い月間………… 7月1日～31日
I - N　200. 000


